









































称は、E. J. アーノルド（Eric J. Arnould）とC. 
J. トンプソン（Craig J. Thompson）が2005年
に提唱し（ibid.ｐ.868）、翌年、ノートルダ
ム大学で最初の国際会議（Consumer Culture 













































and Brown 2008, p.1409. See also Belk 2014, 
p.394）。
　一方、こうした動向とは別に、1996年には、








とした復活会合（Heretical Consumer Research 
Revival）をニューオルリンズで開催してい





















に 消 費 研 究 学 会（Association of Consumer 
Research, ACR）が組織され、1974年には消
費 者 行 動 論・ 消 費 研 究 の 中 心 と な っ た











わ れ て い る が（Bode and Østergaard, 2013, 
p.179）、よく知られている試みは、この２人
が組織した1981年の象徴的消費者行動会議






























































































































































い て の 論 争 を 巻 き 起 こ し た（Bode and 









































































































































し て、 実 存 主 義 現 象 学（ e x i s t e n t i a l -
phenomenology）に基づくインタビューの方
法 を 詳 細 に 提 示 し て い た（Thompson, 


























の 対 象 に 含 め る の で な け れ ば な ら な い






























































ことが示されている（Belk, Fisher and Kozinets 
2013, pp.20-30.邦訳、33 ～ 47ページ）。
　一方、ラディカルな消費研究の学術誌とし































































































































1993; Minowa, Khomenko and Belk 2011）、「か
わいい（cute or kawaii）」文化（eg. Kinsella 
［1995］ 2013; Granot, Alejandro and Russell 
2013; Pellitteri 2018）、 日 本 発 の コ ス プ レ
（cosplay or kosupure, costume and play）（eg. 
Scott 2015; Seregina and Weijo 2017; Arnould 







































し て い る。 文 化 を 国 民 文 化（national 
culture）のレベルで論じることは、G.ホフス
テードの著名な研究（Hofstede ［1980］ 2001; 
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つ き 自 体 が 偶 然 的 な ア セ ン ブ ラ ー ジ
（assemblage） ―― 外在性の諸関係（relations 
of exteriority）―― というべきもの（DeLanda 
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